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ヘブライ語聖書における子ども1研究の動向
井　上　　　智
　
1
はじめに
　聖書の中に記されている子ども・子ども期と、現代の子ども・子ども期との間に整
合性があるのだろうか。また、子どもはどの時代にも「子ども」なのだろうか。この
ような問いに対して、主に幼児教育の現場や、子ども達への宣教やキリスト教教育の
現場において子どもに関心をもつ方々が中心となってその答えがなされてきた
2
。実
際、日本において子ども理解を探ろうとする聖書学からの研究はほとんどないように
見受けられる。
　本論文は、ヘブライ語聖書における子ども理解に関する研究を取り上げ、最近の研
究動向を探りたい。そのために、近代子ども学の租と言われるフィリップ・アリエス
の研究に着目し、様々な学問分野に影響を与えた『子供の誕生』を取り上げ、それに
対する批判とその後に発展した子ども学を概観し、ヘブライ語聖書における子ども研
究をまとめたい。
フィリップ・アリエス（Philippe Ariès）の研究
　アリエスが登場する以前は、子どもに関する社会学的な研究はなく、教育として子
どもに関心をおくものであった。その中でも古典的と言われるものが、ジャン =
ジャック・ルソーの『エミール』（1762）である。ルソーは子ども期を設定し、それ
ぞれの時期に合わせた適切な教育について検討し、人間として成長実現する教育のあ
り方について検討した。このように子どもとは、普遍的な理想とする何らかの子ども
像があり、教育を授ける存在、すなわり、教え導く存在であるという子ども観が一般
1 子どもという表記は、交ぜ書きであり子供と書くべきだとの意見もあるが、本論文では「供」という
漢字が与えるイメージから距離を置くために「子ども」と交ぜ書きして表記する。ただし、書名や引
用については、当該書物に記されている通りとする。
2 東義也、「聖書における家庭教育と子どもの遊びについて—聖書解釈の試み—」『明治学院大学キリス
ト教研究所紀要』41（2008）、83-114 ページ、糸洲理子、「キリスト教保育における子どもの人権に
関する一考察」『沖縄キリスト教学院大学論集』10（2014）、21-31 ページなど。
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的だったのである。
　このような考え方に疑問をもったのがアリエスである。アリエスは、『< 子供 > の
誕生－アンシァン・レジーム期の子供と家族生活』（1960）を記し、その後の子ども
研究に大きな影響を与えた。彼は主に、①中世以前には「子ども」はいない。②子ど
もは近世以降になって社会によって作られた存在である、と主張した。①について
は、中世ヨーロッパの芸術を取り上げ、そこに描かれている子どもの姿、服装、遊び
の様子などから「子供は認められていず、子供を描くことが試みられたこともなかっ
た。（中略）この世界の中に子供期にとっての場所が与えられていなかったと考える
べきだろう」
3
と述べ、子ども期という概念が存在していなかったことを明らかにした。
また、②については、中世における学校、あるいは教育の観点から制度、学級（学
年）、生徒の年齢などを調査し、家庭における子どもの扱い方、社会における子ども
の受け止め方の変化から、子どもは学校に行って学ぶべき存在であるとの理解が広ま
ることとなり、子どもという存在は制度によって作られたのだと主張する
4
。
　上述したアリエスの研究の大きな貢献は、中世には、現代の私たちが考えるものと
は異なる「子ども期」があったということを指摘し、さらには、人間形成のあり方に
も違いがあったことを明らかにした。つまり、アリエスは普遍的な実体としての「子
ども」は存在せず、子ども期のあり方は、歴史的、近代的、文化的なものに過ぎず、
人間形成の様式によって、子ども期が作られていることを明らかにしたのである。
　これに対し、リンダ・A・ポロクは『忘れられた子どもたち』（1983）の中で、子
ども自身の日記や自伝などを用いて、その子ども自身の記述を詳細に分析し、どの時
代、どの場所でも普遍的に子どもが愛されていたことを実証的に解明した。
　アリエスの研究以降、実証的研究や子どもや子ども期を作り出している社会の要素
や様式を探る試みが盛んに行われるようになった。社会学においては、社会のどのよ
うな要素が子どもや子ども期を作り出しているのか、人類学においては、子どもにま
つわる文化や風習の違いから、それぞれの子どもや子ども期の理解を探ろうとし、考
古学においては、子どもと大人の埋葬方法の違いから子ども期を探るなど、子どもや
子ども期に関する論文が多数発表されている。
　一方、アリエスの子ども・子ども期の見方は、研究方法自体が西洋ヨーロッパの見
方であり、ある特定の価値観が反映されているのではないかとの批判がなされるよう
になる。また、子どもや子ども期は、多くの要素からなると考え、絵画や日記などの
分析からはもはや理解することはできないとの批判がなされるようになる。さらに
は、ポロクのような実証主義的な研究とアリエスのような社会史研究とを総合する子
3 アリエス、『〈子供〉の誕生』、35 ページ
4 アリエス、前掲書、384 ページ
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ども研究が登場し、現在の子ども、子ども期の研究は、細分化したものを再統合する
流れと、解放の神学やフェミニスト神学のように、マイノリティーの側から理解しよ
うとする流れ、いわば子どもを中心として理解しようとする流れと大きく二つの流れ
があると言える。
ヘブライ語聖書における子ども研究
　上述したような流れから、ヘブライ語聖書における子ども・子ども期を巡る研究は
近年盛んになされており、その代表的な研究者を取り上げ以下に概観してみたい
5
。
3.1.　Danna Nolan Fewell, The Children of Israel, Nashville : Abingdon Press, 
2003.
　Fewell の関心は、子どものおかれている現代的な課題（貧困の状況、戦争によって
傷つけられる子どもの状況等）の中から、聖書をどう読むかにおかれる。つまり、聖
書が子どもについて何を語っているのかということに注目せず、子どもを主題にした
聖書テクストの問題性を語ることによって、子どもがどのように扱われているのかに
関心があると言えよう。そのため、Fewell は、子どもが出てくる聖書箇所を取り上
げ
6
、文芸論的な読みから、聖書テクストの問題性を明らかにする。このような聖書
の”読み”を通して、子どもが主要な役割を担う物語においては、暴力が物語の筋を
すすめ、その物語の背景を豊かにしていると語る
7
。また、この物語に出てくる子ども
は、孤児であったり（ダニエル、エステル）、様々な理由から家族から離されたり
（ヨセフ、モーセ、サムエル）していることを指摘し、これらの物語から、ヘブライ
語聖書においてどのような子どもの姿があるのか、また、どのように物語がすすむの
かを分析し、子どもの描かれ方、またその問題点を指摘する。
3.2.　Marcia Bunge, ed. The Children in the Bible, Cambridge : Eerdamans, 2008.
　この論文集は、子どもや子ども期を明らかにすることを主要な関心事とはせず、
Fewell のように子どもを中心に据えた聖書解釈を行い、ヘブライ語聖書・新約聖書の
子どもに関する多様な面を明らかにしようとする。ヘブライ語聖書においては、6 点
5 日本においても梅沢信生『子ども観の歴史』、児玉衣子『聖書の子ども観』、などにおいて、子どもに
ついて、子ども観について探ろうとするものがあるが、辞書的な定義付けにとどまり、ヘブライ語聖
書が語る子どもについての考察はなく、日本においてヘブライ語聖書における子ども研究はほとんど
なされていないように見受けられる。
6 本書で取り上げられるのは、創世記 16,21 章、エズラ記 9-10 章、ネヘミヤ記 13:23-31、創世記 12-34
章、士師記 10-11 章、列王記下 4:8-37 である。
7 Fewell, The Children of Israel, p.110
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の論文が収められ、子どもに関係する用語が修辞的、隠喩的に用いられていることを
明らかにしようとするもの
8
や、共同体や家族の中での子どもの役割から、その多面的
な面を明らかにしようとするもの
9
など、子どもというレンズを通して聖書の中の子ど
もを理解しようとしている。
3.3.　Julie Faith Parker, Valuable and Vulnerable, Providence : Brown University, 
2013
　この書籍は、Parker が 2009 年に提出した博士学位論文がもとになっている。Parker
は、列王記下に記されるエリシャ伝（特に、列王記下 2-8 章）から、古代世界の子ど
も達の生活を明らかにしようとする。その際、Paker は、子ども、子ども期、若者に
関連したヘブライ語の詳細な分析を行う。その結果、ヘブライ語聖書における子ども
期は、特定の文化的な期待を明確に示す概念でなく、大人とは異っているという認識
を反映するものが子ども期であると語る
10
。また、子どもについては、!b, tb の分析か
ら、血族関係の基礎をなす存在であると述べる
11
。つまり、子ども期は認識の問題であ
り、子どもは関係性からなると指摘し、子ども期や子どもは、複雑であり階層的なも
のであることを明らかにした。
　以上のような分析から、さらにはエリシャ伝とそこに記される子どもの生活とを分
析することにより、子ども、子ども期の複雑さ、多様さを明らかにした。
3.4.　Kristine Henriksen Garroway, Children in the Ancient Near Eastern 
Household, Winona Lake, Indiana : Eisenbrauns, 2014
　これは、Garroway が 2010 年に提出した博士学位論文がもととなったものである。
Garroway は、歴史的な方法と考古学的な方法を用いて古代中近東世界における子ど
もについて明らかにしようとした。特に、子どもに関するヘブライ語聖書や古代中近
東世界の法（ハンムラピ法典、nuzi 文書等）を網羅し、さらには、青銅器、鉄器時代
のカナン周辺の埋葬された胎児、幼児、子どもの分析を行った。その結果、乳児が社
会の一員として認知される年齢を明らかにした
12
。また、親がいるかいないか、養子縁
組されているかされていないか、奴隷状態かそうではないか、と言った子どもの身分
を分析し、子どもの身分は移動可能なものであり、変化しやすいものであると述べ、
8 Brent A. Strawn, ‘”Israel, My Child”: The Ethics of a Biblical Metaphor’ in The Children in the Bible, pp.103-
140
9 Esther M. Menn, ‘Child Characters in Biblical Narratives: The Young David and the Little Israelite ‘ in The 
Children in the Bible, pp324-352
10 Parker, Valuable and Vulnerable, p.74
11 Parker, ibid., p.75
12 その年齢はおおむね 2 歳であると Garroway は想定する。その理由としては、産まれてから 2 歳まで
は広口の容器で埋葬されるが、それ以降は徐々に大人と同じような埋葬方法になるからである
（Garroway, Children in the Ancient Near Eastern Household,　p.245）。
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社会的移動があることを指摘する
13
。また、子どもの性によって社会的身分は大きく影
響され、性は割り当てられた、達成されるものとして理解し
14
、産まれてすぐに性を基
準とした扱われ方がなされると述べる。このように Garroway は、聖書テクストや周
辺文書、さらには考古学の発掘物から、子ども期の構造には複数の側面があることを
指摘した。
3.5.　Naomi Steinberg, The World of the Child in the Hebrew Bible, Sheffield : 
Sheffield Phenix Press, 2013.
　Steinberg は、歴史学と子ども社会学の方法によってヘブライ語聖書の中の子ども
期を識別しようとする。Steinberg は、ヘブライ語の子どもという用語を分析し、イ
スラエルの家族の中の子どもの位置付けとして経済的役割があることを述べ、古代イ
スラエルの人間としての発達過程を検討し、具体的な聖書解釈を通して社会階級的に
構成された子ども期を明らかにした。その結果、性別、社会経済的地位、年齢によっ
て、複数の子ども期があることを明らかにした
15
。
3.6.　Laurel W. Koepf-Taylor, Give Me Children or I Shall Die, Minneapolis : 
Fortress Press, 2013.
　Koepf-Taylor は、社会構造としての子ども期が聖書にどのような影響を及ぼしてい
るかに注目し、古代において子どもは、経済的価値から共同体が生き残るために必要
な存在であると考えた。そのため、隠喩としての子どもの役割にも注目し、子どもに
対する脅迫は、道徳的な修辞としてではなく、共同体に対する攻撃と考えた。さらに
は、民全体、あるいは彼らの未来に対する攻撃と理解し、ヘブライ語聖書の中の子ど
もは、大人の世界と密接に結びつき、大人との関係の中から子ども自身の価値に根拠
が生じるのだと考えた
16
。
3.7.　その他
　American Academy of Religion や Society of Biblical literature などの学会では、子ども
を中心とした分科会が持たれたり、雑誌論文集では子どもを特集した企画がなされた
13 Garroway, ibid., pp.248-250
14 具体的にはペニスがある乳児（割り当てられた）は、男性として成長する子ども（達成される）であ
ると理解されたと述べる（Garroway, ibid., p.248）。
15 たとえば、女の子の子ども期は月経が始まると終わり、子どもを生むことができるようになると大人
になると理解された。また、社会経済的地位による子ども期とは、孤児なのか、非嫡出児なのか、あ
るいは両親がいる子どもによって変化するものであると指摘し、生まれた順については長男か次男か
によっても子ども期は異なるものであると述べる（Steinberg, The World of the Child in the Hebrew 
Bible, pp.57-63。
16 Koepf-Taylor, Give Me Children or I Shall Die, p.125
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りしている。また、子ども期と宗教に焦点を当てた Journal of Childhood and Religion
が 2010 年に創刊され、子ども、子ども期と宗教との関係、また聖書との関係が注目
されている。
4.　まとめ
　Aasgaard は、研究対象とする時代が異なるものの、古代における子どもと子ども
期の研究史をまとめる中で、研究分野として 6 つの対象があると述べる
17
。それは、
（1）出生率や死亡率などの基本的な生活状況について、（2）人生の段階としての構造
について、（3）家族の役割について、（4）社会的役割について、（5）文化的役割につ
いて、（6）生活の状況や子どもに対する態度の変化といった歴史性について、であ
る。上述してきた研究をこの分類をもとにすると、Fewell の研究は（6）、Parker の研
究 は（4） と（6）、Garroway は（4）、Steinberg は（2） と（4）、Koepf-Taylor は（3）
と（4）と（5）に当てはめることができよう。
　ヘブライ語聖書における子ども研究において、他の分野の子ども学研究と同様に、
子ども、子ども期は社会や文化で異なり、何か一つの概念があるのではなく、階級
的、階層的、多様なものであることを指摘している。
　本稿では、ヘブライ語聖書における子ども研究について、上記のように先行研究を
整理した。このような研究知見が蓄積される中で、子どもが取り上げられているヘブ
ライ語聖書の読みが変化する可能性を秘めているのではないかと考える。しかし、
（2）に関する研究は少ない。子どもの状態（親子関係があるのかないのか、長子か次
子か）、子どもの状況（社会的な）、子どもの性別などの分析を通して、ヘブライ語聖
書における子ども期をより明確に描き出す可能性があると言えよう。そのためには、
今後、子どもが登場する聖書箇所を子どもを中心として分析することが必要となる。
このような作業を通して、ヘブライ語聖書における子ども理解を整理することができ
るのではないかと考える。
17 Reidar Aasgaard, ‘Children in Antiquity and Early Christianity: Research History and Central Issues’, 
FAMILIA 33(2006), pp.23-46
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